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 近年持続可能な社会の実現に向け、埋蔵量が大きく安価な鉄の利用に関心が高まっている。 

特に、鉄錯体の触媒作用の解明は、新規触媒の開発と関連して重要な課題である。当研究室で

は、鉄サラン錯体が分子状酸素を酸化剤とした２‐ナフトール類の酸化的不斉ホモ-カップリン

グ反応の優れた触媒であることを見いだしている1。そこで、不斉酸化触媒としての鉄錯体のさ

らなる可能性を探求するため、本反応の機構的研究を行った。速度論的考察や触媒のX 線構造

解析等に基づいて、本カップリング反応はラジカル/アニオン機構と推定された(下図)。このこ

とから、鉄サラン錯体は電子的性質が異なる二つの２‐ナフトール類のクロスカップリング反

応を高選択的に触媒すると期待された。近年、C1対称ビナフトール類およびその誘導体の不斉

補助基等としての有用性が明らかに

され、その簡便な合成法が求められ

ている。そこで、種々の２‐ナフト

ール類のクロスカップリング反応を

検討した。カップリング反応は予想

通りにクロス選択的に進行した。こ

れにより、C3、C3’およびC6’位に

種々の置換基をもつ光学活性なC1対

称ビナフトール類の簡便な合成法を

確立することができた2。 
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